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愛西市精神障害者医療費支給条例等の一部を改正する条例 

 

（愛西市精神障害者医療費支給条例の一部改正） 

第１条 愛西市精神障害者医療費支給条例（平成１７年愛西市条例第１０６

号）の一部を次のように改正する。 

第１条を次のように改める。 

（趣旨） 

第１条 この条例は、精神障害者の福祉の増進を図るため、精神障害者の

医療費の支給に関し必要な事項を定めるものとする。 

第３条中「１年以上」を削り、同条各号を次のように改める。 

（１） 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律施行令（昭和２５年

政令第１５５号）第６条第３項に規定する障害等級１級又は２級の

精神障害者保健福祉手帳の交付を受けており、かつ、障害者の日常

生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平成１７年法律

第１２３号。以下「障害者総合支援法」という。）第５４条第３項

に規定する自立支援医療受給者証（障害者の日常生活及び社会生活

を総合的に支援するための法律施行令（平成１８年政令第１０号）

第１条の２第３号に規定する精神通院医療（以下「精神通院医療」

という。）に限る。以下同じ。）の交付を受けている者 

（２） 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律施行令第６条第３項

に規定する障害等級３級の精神障害者保健福祉手帳の交付を受けて

おり、かつ、障害者総合支援法第５４条第３項に規定する自立支援

医療受給者証の交付を受けている者 

  （３） 病院又は診療所へ入院して行われる精神障害の医療を受けてい

る者（前２号に該当する者並びに法第２９条及び第２９条の２の規

定に該当する者を除く。） 

（４） 障害者総合支援法第５４条第３項に規定する自立支援医療受給

者証の交付を受けている者（第１号及び第２号に該当する者を除

く。） 

第４条第４号を同条第５号とし、同条第３号中「他の条例の規定によ
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り、医療費の支給」を「愛西市子ども医療費支給条例（平成１７年愛西市

条例第９８号）に規定する未就学児並びに愛西市障害者医療費支給条例

（平成１７年愛西市条例第１０５号）及び愛西市母子・父子家庭医療費支

給条例（平成１７年愛西市条例第９９号）により医療に関する給付」に改

め、同号を同条第４号とし、同条中第２号を第３号とし、第１号を第２号

とし、第１号として次の１号を加える。 

（１） 高齢者の医療の確保に関する法律（昭和５７年法律第８０号）

による医療を受けることができる者及び高齢者の医療の確保に関す

る法律施行令（平成１９年政令第３１８号）別表に定める程度の障

害の状態にある６５歳以上の者（その者が高齢者の医療の確保に関

する法律第５０条第２号又は第５５条の２第１項第２号に該当する

者として認定を受けるための申請を行う場合は、当該認定を受ける

までの間は除く。） 

第５条第１項本文中「精神障害の治療」を「疾病又は負傷」に改め、

「関する給付」の次に「（次の各号に掲げる受給資格者の区分に応じ、当

該受給資格者に対する当該各号に定める医療に関する給付に限る。）」を

加え、「の２分の１を医療費」を「を精神障害者医療費（以下「医療費」

という。）」に改め、同項ただし書中「治療」を「疾病又は負傷」に改

め、同項に次の各号を加える。 

（１） 第３条第１号に該当する者 全ての通院医療及び入院医療 

  （２） 第３条第２号に該当する者 病院又は診療所へ入院して行われ

る精神障害の医療及び精神通院医療 

 （３） 第３条第３号に該当する者 病院又は診療所へ入院して行われ

る精神障害の医療 

  （４） 第３条第４号に該当する者 精神通院医療 

第５条第２項中「健康保険法の規定による療養に要する費用の額」を

「診療報酬」に改める。 

第１１条を第１３条とし、第６条から第１０条までを２条ずつ繰り下

げ、第５条の次に次の２条を加える。 

（受給者証） 
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第６条 この条例による医療費の支給を受けようとする受給資格者は、市

長に申請し、医療費の支給を受ける資格を証する精神障害者医療費受給

者証（以下「受給者証」という。）の交付を受けなければならない。 

２ 前項の規定により受給者証の交付を受けた受給資格者は、前条第１項

の規定により医療費の支給を受けようとする場合は、病院、診療所若し

くは薬局又はその他の者（以下「医療機関等」という。）について、診

療、薬剤の支給又は手当を受ける際、当該医療機関等に受給者証を提示

しなければならない。 

（支給の方法） 

第７条 市長は、受給者証の交付を受けた受給資格者が医療機関等で医療

を受けた場合には、医療費として当該医療を受けた受給資格者に支給す

べき額の限度において、その者が当該医療に関し当該医療機関等に支払

うべき費用をその者に代わり当該医療機関等に支払うことができる。 

２ 前項の規定により支払があったときは、受給資格者に対し、医療費の

支給があったものとみなす。 

（愛西市子ども医療費支給条例の一部改正） 

第２条 愛西市子ども医療費支給条例（平成１７年愛西市条例第９８号）の

一部を次のように改正する。 

第３条第２項中第３号を第４号とし、第２号の次に次の１号を加える。 

（３） 前期就学児及び後期就学児のうち愛西市精神障害者医療費支給

条例（平成１７年愛西市条例第１０６号）による受給者であるもの

の保護者 

第４条第２項中「健康保険法（大正１１年法律第７０号）の規定による

療養に要する費用の額」を「診療報酬」に改め、「当該」を削る。 

（愛西市障害者医療費支給条例の一部改正） 

第３条 愛西市障害者医療費支給条例（平成１７年愛西市条例第１０５号）

の一部を次のように改正する。 

第２条第１項第５号を削る。 

第５条第２項中「健康保険の療養に要する費用の額」を「診療報酬」に

改める。 
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附 則 

（施行期日） 

第１条 この条例は、令和４年４月１日から施行する。 

（改正後の愛西市精神障害者医療費支給条例に関する経過措置等） 

第２条 第１条の規定による改正後の愛西市精神障害者医療費支給条例（以

下この条において「新条例」という。）第６条第１項に規定する申請、手

続その他の行為は、この条例の施行の日（以下「施行日」という。）前に

おいてもすることができる。 

２ 新条例の規定は、施行日以後に行われる診療、薬剤の支給又は手当に係

る医療費の支給について適用し、施行日前に行われた診療、薬剤の支給又

は手当に係る医療費の支給については、なお従前の例による。 

３ 施行日前に第３条の規定による改正前の愛西市障害者医療費支給条例第

６条第１項の規定により障害者医療費受給者証の交付を受けている者は、

新条例第３条に規定する受給資格者として新条例第６条第１項に規定する

精神障害者医療費受給者証の交付を受けた者とみなす。この場合におい

て、新条例第６条第２項の規定の適用については、同項中「前項の規定に

より受給者証」とあるのは、「愛西市精神障害者医療費支給条例等の一部

を改正する条例（令和３年愛西市条例第 号）第３条の規定による改正前

の愛西市障害者医療費支給条例第６条第１項に規定する障害者医療費受給

者証」と、「受給者証を」とあるのは、「障害者医療費受給者証を」と

する。 

４ 施行日から令和６年３月３１日までの間における新条例第３条第１号及

び第２号並びに第５条第１項第２号の規定の適用については、新条例第３

条第１号中「受けており、かつ、障害者の日常生活及び社会生活を総合的

に支援するための法律（平成１７年法律第１２３号。以下「障害者総合支

援法」という。）第５４条第３項に規定する自立支援医療受給者証（障害

者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律施行令（平成

１８年政令第１０号）第１条の２第３号に規定する精神通院医療（以下

「精神通院医療」という。）に限る。以下同じ。）の交付を受けている

者」を「受けている者」と、同条第２号中「受けており、かつ、障害者総
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合支援法第５４条第３項に規定する自立支援医療受給者証の交付を受けて

いる者」を「受けている者」と、新条例第５条第１項第２号中「病院又は

診療所へ入院して行われる精神障害の医療及び精神通院医療」とあるの

は、「全ての通院医療及び入院医療」とする。 

（改正後の愛西市子ども医療費支給条例及び改正後の愛西市障害者医療費

支給条例に関する経過措置） 

第３条 第２条の規定による改正後の愛西市子ども医療費支給条例及び第３

条の規定による改正後の愛西市障害者医療費支給条例の規定は、施行日以

後に行われる診療、薬剤の支給又は手当に係る医療費の支給について適用

し、施行日前に行われた診療、薬剤の支給又は手当に係る医療費の支給に

ついては、なお従前の例による。 


